





















3) その他，本論では『大阿弥陀経i は F大問~. w王子等党経Jl＇土？平等』， f無最寿経Jは F素手
経J], W1！終盤寿如来会Jは『如来会J，『t厳経Jは『荘厳jとそれぞれ省略することがある。
4) 後期無量寿緩や党本で「戸間jとある部分を支婆迦裁は「将羅漢jを訳しているo Paul 
Harrison，“Who Gets to Ride in the Great Vehicle? Self-Image and Identity among the Followers of 
















































































7) f大JE蔵J12,303c. r皆相敬愛，元相嫉憎j者。皆以長幼、 J二下、先後，言之，以義，如鐙。
車事相敬ヰT，如兄如弟，以仁履季語。不妄動｛＇p，言語如誠。車事相教，令不粉逢戻，終相承受。後
心浄潔，ヨミ所資系，終元i際怒、渓淡之心、！忌凝之態。£有邪心念婦l女意。」
8) 『大正蔵三 12,308b. Im者菩箆阿羅漢I夜中野悉自有光明所照有大小。j



















































教学研究l54 (2), 2006 if-3月を参照せよ。























































11) 前掲論文， p.147 0 
















12) 前掲論文， p.1490 









































































































17) 半~！fi}j'Jjt志、庁大阿弥陀経J 訳注（2)J f仏教大学総合研究所紀要J第7号， 2000年3月，
p. 980 
18) 藤Il宏達・桜部建？浄土仏教の泡必lI,1収益美子経・阿弥陀経ふ講談社， 1994年， p.430 
19) 香川孝kfl~ n収量寿経の諸異本対照研究J，永田文品主主， 1981年， p.510 
く無愛翼手経〉における陀緩漢・声聞の変移 佐々木大悟 17 





















icchamy aharp bhagavarps tam amitabham amitaprabham amitayu号arptathagatam 







bcom ldan加asbdag de bzhin gshegs 戸 dgrabcom pa yang dag bar rdzogs pa’i sangs 
rgyas’od dp略 medde dang tshe dpag med de dang bvam; chub sems doa’sems doa’ 
Qi怠立DQsangs rgyas bye ba khrag khrig brgya stong mang pa la dge ba’i rtsa ba bskrun 
pa de dag la‘tshal lo2J 
世尊よ，私はかの無量光・無量寿如来・応供・正等覚者と倶抵千万吉万十万ほど
の多くの仏に善根を植えるそれらの菩薩・摩詞薩を見たいです。















20) 族問宏達 f党本無最寿経写本ローマ字集成ふ山喜房仏書林， 1996年， pp.394…3950
21) ｝擦問宏達？焚ヌ！＞：和訳無設寿経・阿弥陀経J法政館， 1975年， p.1350 
22) The Tog Palace manuscript of th巴TibetanKanjur, 109Vols, IASWR, USA, p. 81.1. 7-p. 812.1. 2. 
23) この箇所の『荘厳経三は対応が不明確である。





と f諸聖衆j という珍しい単語を使用している。この笛所の変化は r荘厳緩Jでは判
別がつかないけれども，サンスクリット本では
tasmin khalu punar ananda buddhak号etreda三abhyodigbhyo ekaikasyarμ di三i
gari.ganad!valukopam丞bodhisattvastam amitabharμ tathagatam upasarμkramanti 








kun dga’bo phyogs bcu'i phyogs re re nas kyang byang chub sems dpa’ganggaγl 
!dung gi bye ma snyed dag de bzhin gshegs pa 'od dpag me de la blta ba dang phyag 
bya ba dang bsnyen bkyur bya ba dang yangs su dri ba bya ba dang bvant:r chub sems 
地正以油器主dedang sangs rgyas kyi zhing gi yon tan gyi rgyan bkod 抑 phunsum 
tshogs pa’i khyad par de dag blta ba’i phyir sangs rgyas gyi zhing dぽ‘dongngo26J 
伊I難よ，十方世界のそれぞれの方向から，またガンジズJIIの砂ほどの菩躍たち
が，かの無量光如来を克，礼拝し泰事し，尋ねるために，また，かの薫麓Zまと
24) 藤間宏達『党本無量素手経写本ロー？字集成~. il.喜；房仏書林， 1996年， pp.317-3180
25) 藤田宏遠『党本和訳無量寿経・阿弥陀経J法｝歳館， 1975年， p.1100 








無最寿経 務菩欝F言問 諸菩E室戸開衆 諮菩綾子ぢ聞大衆
如来会 菩蔭 害薩及戸間衆 諸聖衆
荘厳経 菩薩（摩言可薩）
党本 bodhisattva時mahasattva bodhisattva bodhi菩1sa霊t童tv衆aga9a 菩薩（大士） 菩露華


















tatra ye呈甚な亘.§.te号U nadmre号vaka1p.k号antidivya1p. nirami持1p.ratikr!c;la1p. 








de na盟恐ゑ諮nkang dag chu !dung gi‘gram de dag tu zang zing med pa’i Iha’i dga’ba 
dang rtse ba myong par 'dod pa de dag chu !dung de dag tu 'jug pa’l thse 'dod na chung 











藤田宏遥？焚本和訳無量寿経・跨弥陀絞」法政皇室， 1975年， p.970 











kun dga’bo de la gzhan‘phrul dpang byed kyi Iha rnams ci ‘dra bade‘dra bar bde ba 









党本 sattva （衆生） manusya （人々）




30) 藤田宏達 F党本無最寿経写本ローマ字集成ム山喜房fム議林， 1996年， pp.283284。
31) 藤田宏遠門吉本和訳1収益寿緩・阿弥陀経ふ法j後宣言， 1975年， p.1030 
32) The Tog Palace manuscript oftheTibetan Kanjur, 109Vols, IASWR, USA, p. 789.1. 1 3.





























菩議問主主漢（声聞） I 87 
阿羅漢（声i認） I 20 




























































34) F荘厳経三ではIi可羅漢l回，声聞が 14問で，あわせて 15間使用されている。
35) サンスクリットヌドでは， arhatがl回，品ravakaが13回使用されている。
36) チベット本ではdgrabcom pa （阿羅漢）が2侶， iianthos （声間）が15間使用されている。
37) 「法蔵菩陸Ji弥勅菩縫JI観音菩薩」などの罰有名詞は除くことにした。
く類、設寿経〉における阿羅漢・声関の変移 佐々 木大信 25 
表8 く無最寿経〉における「菩薩阿羅漢J「衆生38)Jの使月3回数
I 大問 平等 寿経 ）如来会（（糊）（ 党本 j読本
時間羅漢（剤］） I 87 82 20 11 (9) '> 3 
















」 7一：一一8－~－～句－幅Eト町T一一 q ' 











f衆生Jrコ釘il1J「諸天人民jf諸天人民及 'if言語E薮j之綴Jf人民j「1.li：人J：世間J~人夫J r sattvaJ 
「manusyaJ'sems canJ ! mirnamsJなどを「衆生Jに対応する言葉として換算した。
39) 今回の確認の裂にある？菩薩思想の高揚Jについては，池本重臣？大無量寿経の教理史的
研究ふ永田文昌堂， 1958年， pp.232243。など先学によって指摘されている。
26 係数大学総合研究所紀要別｛清浄土教典籍の研究
に限定して考察した。）その変化の方向や単語の増加・減少の様子は佐々木氏の仮説
と類似した方向性を持っている。
く無量寿経〉を伝持したグルーフ。においては，もともと「菩薩j と「阿羅漢Jは，
「菩藍阿羅漢Jという言葉の存在とともにほぼ同じ程度の割合で記述されていた
が40），時代が下るにつれて，少しずつ「阿羅漢jへの記述が消され，少しずつ
薩jが中心的位置を占めるようになっていったと言うことができるだろう。
40) f菩薩の誇イム供養jの箇所において単純な繰り返しの文章が見られ，そこで「箸陸jの諮
が繰り返されるため「菩薩」という諮の数は，「阿経漢jに対して全体的に多くなっている。
